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	割当て


	本章は特定の国、関税率表番号、類別区分、及び/又はビザ要件について、利用者にその割当てファイルを照会することを許可するためのﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
　　　











ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1 (入力)･･･････････････････････････････････････････････････････QTA‑3
特定の国、関税率表番号、繊維製品の類別区分番号若しくはﾋﾞｻﾞ要件に関する割当てﾃﾞｰﾀを要求する、又は、ﾋﾞｻﾞ番号を照会する必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U2 (出力)








QTA‑5
関税率表番号、類別区分、原産国、ﾚｺｰﾄﾞ番号、割当限度、測定単位、繊維製品の変換係数、有効期限、割当期間、限界値、及び広域標識に関する割当ﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U3 (出力)








QTA‑7
二次同名異物、割当段階の処理標識、説明、割当種別、現在までの数量、保留標識、最新の割当ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ日付、現況更新日付及び現況更新時刻に関する割当ﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U4 (出力)








QTA‑9
割当照会のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付の割当出力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子U5 (出力)








QTA‑10
国又は分類区分に関するﾋﾞｻ・ﾃﾞｰﾀを提供する条件付ﾋﾞｻﾞ出力ﾒｯｾｰｼﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U6 (出力)








QTA‑12
ﾋﾞｻﾞ要件に関する説明的ﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付ﾋﾞｻﾞ出力ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子U7 (出力)








QTA‑13
部品の類別区分及び例外に関するﾋﾞｻﾞﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子U8 (出力)








QTA‑14
部品の類別区分若しくは（ﾋﾞｻﾞ）例外の対象となる最大６個までの関税率表番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U9 (出力)








QTA‑15
ﾋﾞｻﾞ照会又はﾋﾞｻﾞと割当の照会のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子U0 (出力)








QTA‑16
ﾋﾞｻﾞ番号が合衆国の税関国境警備局(CBP)にﾌｧｲﾙされているか否かの確認、及びその現状日付のﾋﾞｻﾞ番号の状況を提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞ。
割当て
割当て入力ﾚｺｰﾄﾞによって、割当て及び/又はﾋﾞｻﾞ・ﾌｧｲﾙを照会できるようにし、出力ﾚｺｰﾄﾞは割当て関連ﾃﾞｰﾀを、特定の国、関税率表番号、類別区分、又はビザ（輸出証明）に宛がう。 

入力 ：ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1は割当て及びビザ・ﾃﾞｰﾀを要求する必須の入力ﾚｺｰﾄﾞであって、特定の国、関税率表番号、繊維製品の類別区分番号、又はビザ番号の照会に関するもの。各問合わせ要求に対し一つのU1ﾚｺｰﾄﾞがある。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はUIである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力 ：ﾚｺｰﾄﾞの識別子U2からU9までは、割当て及び/又はビザ・ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞである。照会がビザデータのみの場合、少なくとも一つのU5ﾚｺｰﾄﾞが返され、そして、U6,U7,及びU8ﾚｺｰﾄﾞ（ｾｯﾄ）が成功した問合せ毎に返されるものとする。照会が割当てデータのみの場合、少なくとも一つのU2及び一つのU3ﾚｺｰﾄﾞが成功した問合せについて返される。照会がビザ及び割当てデータなら、少なくとも一つのU5, U2,及びU3ﾚｺｰﾄﾞが返され、そして、U6, U7, 及び U8 ﾚｺｰﾄﾞ（ｾｯﾄ）が成功した問合せ毎に返されるものとする。ｴﾗｰ状態が存在するなら、割当てｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U4に、ﾋﾞｻﾞｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U9にｼｽﾃﾑ生成される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子U0はﾋﾞｻﾞ番号照会だけの条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はURである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
訳者注：・通関概要にもﾚｺｰﾄﾞの識別子U1～U4（出力）があるけれど、適用業務識別
　　　　　子ｺｰﾄﾞが違う。（通関概要：ER）　　

・関税割当制度は、特定の輸入貨物につき、一定の数量までは低税率、それを

超える数量の輸入に対しては高税率を適用する二重税率制度である。
　　　　・関税割当物品の選定要件

　　　　　その使用及び輸入の実績及び使用計画／国民経済上の有効性と適切性

／割当が不当に差別的でないこと
　　　　・本章における処理の特徴

割当及びﾋﾞｻﾞ・ﾃﾞｰﾀとﾋﾞｻﾞ番号照会の２つに区分して処理している。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 U1 (入力)

これは割当てﾃﾞｰﾀを要求する必須の入力ﾚｺｰﾄﾞであって、特定の国、関税率表番号、ﾋﾞｻﾞ要件、繊維製品の類別区分番号、又はビザ番号に関するもの。各照会要求はそれぞれ一つのU1ﾚｺｰﾄﾞを必要とする。ﾋﾞｻﾞ番号照会は、電子ビザ検証プログラム(ELVIS)に参加している国についてのみ許される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 U1 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	関税率表番号、繊維製品の類別区分番号、又はﾋﾞｻﾞ
番号
	10AN
	3‑12
	O
	その関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にある8桁から10桁までのコード、或いは、３桁の繊維製品の類別区分番号、又は９桁のﾋﾞｻﾞ番号。番号は左寄せされる。全部又は一部の類別区分を照会できる。ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞはｼｽﾃﾑ生成される。一部及び組合せ類別区分に対応する出力ﾃﾞｰﾀが全体ｶﾃｺﾞﾘ照会の結果として自動的にｼｽﾃﾑ生成される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子U2及びU3は全体、一部、及び組合せの類別区分に対応する割当てﾃﾞｰﾀを返す。いずれかの番号が１０桁未満から成る場合、左寄せすること。ﾋﾞｻﾞ番号照会に対応する出力はﾚｺｰﾄﾞ（の識別子）U0（ｾﾞﾛ）で返される。
	1

	２番目の関税率表番号
	10AN
	13‑22
	O
	その２番目の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にある８桁から１０桁までのｺｰﾄﾞ。その照会が単一の関税率若しくは繊維製品の類別区分に基づき、又はビザ・番号照会である場合、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	1

	原産国
	2A
	23‑24
	M
	国際標準化機構(ISO)の国符号を表すｺｰﾄﾞ。有効なISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂに掲載されている。ﾋﾞｻﾞ番号照会の場合、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	ビザ照会標識
	1AN
	25
	O
	割当て及び/又はビザか、それともビザ番号・情報ﾚｺｰﾄﾞが返されることを示すｺｰﾄﾞ。有効なビザ照会標識ｺｰﾄﾞは次の通り；
B = 割当て及びビザ・ﾚｺｰﾄﾞ。

C = その国に対応する全てのビザ・ﾚｺｰﾄﾞ。
関税率表若しくは類別区分・番号を
提出してはならない。 

D = ﾌｧｲﾙされているビザ番号の請求。

V = その国と類別区分、又はその国と
関税率表番号に対応する全ての
ビザ・ﾚｺｰﾄﾞ。

空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め = 割当てﾚｺｰﾄﾞのみの
場合。
	

	フィラー
	55AN
	26‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
ほとんどの割当ては一つの関税率表番号で照会できるが、しかしながら、割当てによっては二つの関税率表番号を必要とすることがある。それらは次の通り：

· HTSの99章［類］に規定される割当量は一番目の位置に99章の関税率表番号を、また二番目の位置にHTS別表1-97の特定の関税率表番号を必要とする。
· 特別制度又は特殊ｱｸｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは一番目の位置に9802.00.8015の関税率表番号を、また二番目の位置にHTS別表1-94の特定の関税率表番号を必要とする。
農業製品（低関税率割当）輸入許可証を必要とするﾁｰｽﾞ及びその他の酪農製品に関する割当てﾃﾞｰﾀはこの照会を通じて入手できない。照会が農業製品輸入許可証を必要とするﾁｰｽﾞの関税率表番号に関する場合、「農業製品輸入許可証が必要」と述べるﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
・
　

　

　

　

　
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U2 (出力)
これは、関税率表番号、繊維製品の類別区分番号、同名異物、原産国、ﾚｺｰﾄﾞ番号、割当限度、測定単位、繊維製品の変換係数、有効期限、割当期間、限界数量、及び広域標識に関する割当ﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U2 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に2に等しくなければならない。
	

	関税率表番号又は繊維製品の類別区分番号
	10AN
	3‑12
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれる関税率表番号又は繊維製品の類別区分番号。その類別区分番号は最初の３桁を占め、部品の類別区分が次ぎの２桁を占める。部品の類別区分が無い場合、４及び５桁は##から成る(# =空白)。 その部品の類別区分もまたA#又はAA (A = 英字) として割り振られる。
	

	同名異物
	9X
	13‑21
	M
	繊維製品及び衣服に関する報告が類別区分により行われる。幾つかの関税率表税目番号には同一の類別区分番号を割り振られているので、その類別区分を特定するために同名異物が構築された。
	1

	原産国
	2A
	22‑23
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO国符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。99と言うｺｰﾄﾞ（広域標識）もまた有効であり、それは全ての国若しくは幾つかの国について集計されたﾚｺｰﾄﾞを指す。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ番号
	2N
	24‑25
	M
	CBP割当ﾏｽﾀﾚｺｰﾄﾞ内のつながりを与える番号。
	

	割当限度
	11N
	26‑36
	C
	照会中のﾚｺｰﾄﾞに存在する割当限度を表す数値。全てのﾚｺｰﾄﾞが割当限度を持っているとは限らない。割当限度を持たないものについては、ﾚｺｰﾄﾞが返されない。
	

	測定単位
	3AN
	37‑39
	M
	報告されなければならない測定単位。この単位は注解合衆国実行関税率表(HTS)にある。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｃに掲載されている。
	

	繊維製品の変換　係数
	6N
	40‑45
	C
	全ての測定単位を換算する繊維及び衣服等の相関関係に掲げる数値。商務省の繊維局が本資料を発行している。その書式はNNN.NNN (N = 数字).である。小数点以下３桁が暗に含まれている［の小数点が暗示的に固定されている］。
	

	開始時期の日付
	6N
	46‑51
	M
	割当の開始時期の日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	終了時期の日付
	6N
	52‑57
	M
	割当の終了時期の日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	割当期間
	4N
	58‑61
	M
	特定の暦年における割当期間を表すｺｰﾄﾞ。最初の２桁は当該割当てが終了するその暦年の最後の２桁である。最後の２桁は01から始まるその年内の割当期間・月数である。
	

	限界数量
	11N
	62‑72
	M
	商品の自動化した引渡しを終える割当量。いったんこの量に到達すれば、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは手動で処理される。この数量は国内の使用実績等により定められ、提示された商品に既に通関申告済みのものを加えたものが前記限界値以上の場合に誘発される。この”誘発”を”保留中”と呼ぶ。
	

	広域標識
	2X
	73‑74
	C
	照会された関税率表番号が複数原産国・単位で報告される場合は99と言うｺｰﾄﾞ、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
同名異物はここに示す９桁の文字ｺｰﾄﾞから成る；
　　　　 ｺｰﾄﾞ

 説明
XX

木綿及び/又は人造繊維には22、木綿には33、羊毛には44、人造繊維には66、及び絹混紡若しくは木綿以外の植物繊維には88。
XXX

類別区分番号。
XX

その部品の類別区分。部品の類別区分がない場合、この桁は## (空白)とする。その部品の類別区分もまたA#又はAA (A = 英字) として割り振られる。
XX

CBPが使用するために取ってある。
類別区分番号を割り振られていない割当品目については、その同名異物は最初の一桁のないその関税率表番号、又は他の何らかのCBP割当て番号とする。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U3 (出力)
これは、二次同名異物、割当段階の処理標識、説明、割当種別、現在までの数量、保留標識、
最新の割当ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ日付、現況更新日付及び現況更新時刻に関する割当ﾃﾞｰﾀを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U3 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記


	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に3に等しくなければならない。
	

	二次同名異物
	9X
	3‑11
	C
	二次同名異物とは、一次（同名）ﾚｺｰﾄﾞにおいて、二次同名異物は入力した数量が掲載されるその次のﾚｺｰﾄﾞを指していることを意味する、"ﾎﾟｲﾝﾀｰ"と見なされることを言う。係数が01.000のそれらのﾚｺｰﾄﾞ［１件１件のﾃﾞｰﾀ］は、一つのﾚｺｰﾄﾞの総量を別のﾚｺｰﾄﾞに移すために、及びある類別区分に属する２個以上の部品又は類別区分全体を集積するために使用される。そして、どの部分が集積され、及び/又は変換されるかが分かるために一連のﾚｺｰﾄﾞが続かなければならない。
	

	割当段階の処理
標識
	2N
	12‑13
	C
	該割当段階の処理標識を表すｺｰﾄﾞ。そのｺｰﾄﾞの一番目の桁は；
0 = 提出日付

1 = 輸出日
そのｺｰﾄﾞの二番目の桁は；
1 =割当が未達

2 = 割当が潜在的に引当済み

5 = 割当初日商品限定

7 = 割当が引当済み若しくは期限切れ

8 = 禁制品 (商品をその国から輸入することはできない)
	

	説明
	20AN
	14‑33
	C
	該割当品目についての叙述的説明。
	

	割当種別
	1A
	34
	M
	割当種別を示すｺｰﾄﾞ。有効な割当種別ｺｰﾄﾞは次の通り：
A = 絶対量（輸入割当）
L = 低税率（一次税率）
H = 高税率（二次税率）
C = 累計制限（輸入/関税・割当の併用；二次税率の数量制限）
	

	現在までの数量
	11N
	35‑45
	M
	その割当に付けられた現在までの総量。
	

	保留標識
	1X
	46
	C
	＊（星印）と言うｺｰﾄﾞは全ての入りﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが保留ﾌｧｲﾙに納まることを示し、そうでなければ、それは空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋められる。
	

	最新の割当ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ日付
	6AN
	47‑52
	M
	最新の割当（申告）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。割当ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝがなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］が返される。
	

	現況更新日付
	6N
	53‑58
	M
	その照会が処理された日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	現況更新時刻

	4N
	59‑62
	M
	その照会が処理されたHHMM（時、分）24時間表示形式での時刻。
	

	２番目の関税率表番号
	10AN
	63‑72
	C
	その２番目の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にある８桁から１０桁までのｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれるそれと同一である。
	

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U4 (出力)
照会が割当てのみの場合、これはｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付割当て出力ﾚｺｰﾄﾞである。照会がﾋﾞｻﾞ若しくはﾋﾞｻﾞ及び割当てなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがﾚｺｰﾄﾞの識別子U9で返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U4 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に4に等しくなければならない。
	

	関税率表番号又は繊維製品の類別区分番号
	10AN
	3‑12
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれる関税率表番号又は類別区分番号。
	

	原産国
	2A
	13‑14
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	15‑54
	M
	起り得るｴﾗｰ状態を識別する説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	現況更新日付
	6N
	55‑60
	M
	その照会が処理された日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	現況更新時刻
	4N
	61‑64
	M
	その照会が処理されたHHMM（時、分）24時間表示形式での時刻。
	

	２番目の関税率表番号
	10AN
	65‑74
	C
	その２番目の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にある８桁から１０桁までのｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれるそれと同一である。
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U5 (出力)
これは原産国、類別区分、発効日、有効期限、及び 備考に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付ﾋﾞｻﾞ出力ﾒｯｾｰｼﾞである。それはまたﾋﾞｻﾞ書式の標識ｺｰﾄﾞ（Ｙ/Ｎ；標準／それ以外）、電子ビザ認証制度、ﾏｰｸ入り商品見本、フォークロア品の（関税）免除、整数でのﾋﾞｻﾞ数量、例外、部品の類別区分、及び特殊ｱｸｾｽﾌﾟﾛｸﾟﾗﾑ又は特別制度を提供する。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U5 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に5に等しくなければならない。
	

	繊維製品の類別
区分
	5AN
	3‑7
	M
	３桁の繊維製品・類別区分番号とその後に続く２個のﾅﾝﾊﾞｰ記号(##)。
	

	原産国
	2A
	8‑9
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO国符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	発効日
	6N
	10‑15
	M
	ﾋﾞｻﾞ要件に関する発効日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	有効期限
	6N
	16‑21
	M
	ﾋﾞｻﾞ要件に関する有効期限を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。既知の有効期限がなければ、この日付は123199である。
	

	標準書式のﾋﾞｻﾞ
	1A
	22
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞは標準化されたﾋﾞｻﾞ書式を必要とする国を示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	1

	電子ビザ認証制度
	1A
	23
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞはその国が電子ビザ認証制度(ELVIS)を利用していることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	ﾏｰｸ入り商品見本出荷へのビザ免除
	1A
	24
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞは価格が250ﾄﾞﾙ以下のﾏｰｸ入り商品見本出荷へのビザ免除があることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	ﾌｫｰｸﾛｱ品へのﾋﾞｻﾞ免除
	1A
	25
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞは適切な証明書が添付してあるﾌｫｰｸﾛｱ製品へのﾋﾞｻﾞ免除があることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	ビザ数量標識
	1A
	26
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞはﾋﾞｻﾞの数量が整数でなければならないことを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。この要件はその数量がCBP様式(CBPF)7501（通関概要）でどのように報告されるかには係わりがない。
	

	ビザ要件の例外
	1A
	27
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞは所定の関税率表番号がその国と類別区分に関するﾋﾞｻﾞ要件から除外されることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	部品の類別区分
	1A
	28
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞはその類別区分に関する部品の類別区分があることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	特別制度又は特殊ｱｸｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
	1A
	29
	M
	Ｙ（はい）と言うｺｰﾄﾞはその国と類別区分が特別制度又は特殊ｱｸｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに適格であることを示し、そうでなければ、そのｺｰﾄﾞはＮ（いいえ）です。
	

	フィラー
	51AN
	30‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
ﾋﾞｻﾞを発行する全ての国のﾋﾞｻﾞ番号は標準化されていて、９桁のｺｰﾄﾞである。有効な標準化されたﾋﾞｻﾞ番号の１番目の桁は、原産国が物品を輸出した暦年の最後の数字（即ち、1990年に輸出されたが、1991年に輸入された物品はﾋﾞｻﾞ番号の１番目の桁に０を必要とする）である。ﾋﾞｻﾞ番号の２と３番目の桁は、原産国を表すISO国符号である。最後の６桁はﾋﾞﾞｻﾞ発行国により割り振られた通し番号である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U6 (出力)

これはﾋﾞｻﾞﾚｺｰﾄﾞについて備考を提供する条件付ﾋﾞｻﾞ出力ﾒｯｾｰｼﾞである。備考がなければ、このﾚｺｰﾄﾞは返されない。備考は、ﾋﾞｻﾞ要件を詳しく述べる文章情報である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U6 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に6に等しくなければならない。
	

	備考
	70AN
	3‑72
	M
	ﾋﾞｻﾞ要件に関する追加情報。
	

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U7 (出力)
これは、原産国、部品の類別区分、発効日と有効期限、及び部品の類別区分若しくはﾋﾞｻﾞ要件の例外についての備考に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付き出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、ﾚｺｰﾄﾞの識別子U5上の部品の類別区分若しくはﾋﾞｻﾞ要件ｺｰﾄﾞの例外がＹ（はい）の場合に限り返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U7 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に7に等しくなければならない。
	

	原産国
	2A
	3‑4
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂに掲載されている。
	

	繊維製品の添え字付き類別区分
	5AN
	5‑9
	M
	３桁の繊維製品・類別区分番号とその後に続く２桁の添え字。部品の類別区分がなければ、４及び５桁は２個のﾅﾝﾊﾞｰ記号(##)から成る。部品の類別区分があるなら、４及び５桁は次のいずれかである。それは、１個の英字とその後に続くﾅﾝﾊﾞｰ記号(A#)、２個の英字(AA)、１個の数字とその後に続くﾅﾝﾊﾞｰ記号(1#)、又は２個の数字である。「注」：４及び５桁が99に等しいなら、そのﾚｺｰﾄﾞはﾋﾞｻﾞ要件の例外に関係するもので、部品の類別区分ではない。
	

	発効日
	6N
	10‑15
	M
	ビザ要件の発効日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	有効期限
	6N
	16‑21
	M
	ﾋﾞｻﾞ要件の有効期限を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。既知の有効期限がなければ、この日付は123199である。
	

	備考
	45AN
	22‑66
	M
	部品の類別区分又は例外に関する追加ﾃﾞｰﾀ。
	

	フィラー
	14AN
	67‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U8 (出力)
これは部品の類別区分若しくは（ﾋﾞｻﾞ）例外の対象となる関税率表番号を提供する条件付ﾋﾞｻﾞ出力ﾒｯｾｰｼﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは１から６までの関税率表番号から成り、最大11回まで返すことができる。部品の類別区分若しくは（ﾋﾞｻﾞ）例外ﾃﾞｰﾀに関連する関税率表番号がなければ、このﾚｺｰﾄﾞは返されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U8 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に8に等しくなければならない。
	

	１番目の関税率表番号
	10AN
	3‑12
	M
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。
	

	２番目の関税率表番号
	10AN
	13‑22
	C
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。関税率表番号がなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	３番目の関税率表番号
	10AN
	23‑32
	C
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。関税率表番号がなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	４番目の関税率表番号
	10AN
	33‑42
	C
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。関税率表番号がなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	５番目の関税率表番号
	10AN
	43‑52
	C
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。関税率表番号がなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	６番目の関税率表番号
	10AN
	53‑62
	C
	左記の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。その番号が10桁未満なら、それは左寄せされる。関税率表番号がなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	フィラー
	18AN
	63‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U9 (出力)
これは、ﾋﾞｻﾞ照会又はﾋﾞｻﾞと割当の照会に関するｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。照会が割当て（ﾃﾞｰﾀ）のみの場合、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U4で返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U9 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に9に等しくなければならない。
	

	関税率表番号又は繊維製品の類別区分番号
	10AN
	3‑12
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれる関税率表番号又は類別区分番号。もしﾚｺｰﾄﾞの識別子U1が関税率表番号又は類別区分番号を 含んでいなかったなら、このﾃﾟｰﾀ要素は空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋められる。
	

	２番目の関税率表番号
	10AN
	13‑22
	C
	その２番目の関税率表番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)にある８桁から１０桁までのｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子U1に含まれるそれと同一である。
	

	原産国
	2A
	23‑24
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1で報告された原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。
	

	ビザ照会標識
	1A
	25
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U1で報告されたビザ照会標識ｺｰﾄﾞ。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	26‑65
	M
	起り得るｴﾗｰ状態を識別する説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	15AN
	66‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子  U0 (出力)
これは、ﾋﾞｻﾞ番号がCBPにﾌｧｲﾙされているか否かの確認、及びその現状日付のﾋﾞｻﾞ番号の状況を提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子U0 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）　
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M 
	常にUに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に0（ｾﾞﾛ）に等しくなければならない。
	

	ﾋﾞｻﾞ文書番号
	9AN
	3‑11
	M
	標準のﾋﾞｻﾞ番号書式YCCNNNNNN:でのﾋﾞｻﾞ文書番号。ここで、:

Y = 年
CC = ISO 国符号
NNNNNN = ﾋﾞｻﾞ番号
	

	フィラー
	10AN
	12‑21
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾋﾞｻﾞ番号現状標識
	1AN
	22
	M
	ﾋﾞｻﾞ番号がﾌｧｲﾙされているかどうかと、その現状を示すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは：
C = ﾌｧｲﾙされているが取消し状態

M = ﾌｧｲﾙされており、使われた

N = ﾌｧｲﾙされていない

O = ﾌｧｲﾙされているが使われていない

X = その国が電子ビザ認証制度(ELVIS)にない。
	

	ﾋﾞｻﾞ文書現状日付
	8N
	23‑30
	M
	ﾋﾞｻﾞの状況がC又はMの現状に変わったその日付。N, O, 又は X,なら、それなら、この現状日付はこの応答のｼｽﾃﾑ日付に等しい。その書式は CCYYMMDD (世紀、年、月、日 )である。
	

	フィラー
	50AN
	31‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


　　　　［参考資料］　　　　　　　　　　　　割当充足状況週報２　（抜粋）
	割当/（農業製品輸入）許可証識別番号
	割当/（農業製品輸入）許可証限定子
	（農業製品輸入）許可証の貨物説明
	許可証の原産国名
	割当/（農業製品輸入）許可証の地域ｺｰﾄﾞ
	割当対象地域/国の有効な開始日
	割当対象地域/国の有効な終了日
	割当対象地域/国の最低輸入量
	割当対象地域/国の最大数量
	割当/（農業製品輸入）許可証の測定単位ｺｰﾄﾞ
	割当/（農業製品輸入）許可証の引当数量
	割当対象地域/国の引当率(%)
	割当対象地域/国の状態ｺｰﾄﾞ
	割当対象地域/国の状態・日付/時刻

	04620311CA18
	定期的な割当
	ｶﾅﾀﾞ産
ﾁｪﾀﾞｰ･ﾁｰｽﾞ
	カナダ
	
	01/01/2016
	12/31/2016

	
	833417


	KG
	818144
	98.17%


	FILL

	01/11/2016 00:00:
AM

	230990ANMF02
	定期的な割当
	動物（の）飼料
	
	WTO
	01/01/2016
	12/31/2016
	
	6146
	KG
	6146
	100.00%
	FILL
	02/08/2016 00:00: AM

	991504CFTA10
	定期的な割当
	チーズ
	ニカラグア
	
	01/01/2016
	12/31/2016
	
	1018000
	KG
	1018000
	100.00%
	FILL
	02/25/2016 00:00: AM

	04022911DR10
	定期的な割当
	酪農製品
	
	BEDK
	01/01/2016
	12/31/2016
	154221
	
	KG
	154221
	100.00%
	FILL
	03/22/2016 00:00: AM

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1701111RWSG05
	定期的な割当
	原料糖
	コスタリカ
	
	10/01/2015
	09/30/2016
	
	19299000
	KG
	16571379
	85.87%
	OPEN
	

	999999MXTP01
	定期的な割当
	特恵貿易ﾚﾍﾞﾙ１（木綿及び人造繊維製の衣料品）
	メキシコ 
	
	01/01/2016
	12/31/2016
	
	45000000
	M2
	38320845
	85.16%
	OPEN
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割当状態ｺｰﾄﾞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FILL  ；充足

                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OPEN；空き　
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